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通信機器

エレクトロニクス

通イi子機器の分野では,従来製品の改良開発及び今後の増大が期待される

新通信サービスに適応する‾製品開発が進められた｡改良開発では,機能,

作能の向上とともに,小形低廉化,運用経費の縮減を併せ巧一膚Lた開発が

車′た自勺に行なわれた｡すなわち,中･′ト容量交換機の経折什に対応するも

のとして,H本電イt三電話公朴で実用化が進められ,新方式により経折化が

阿られたD20形電子交換機の第1号機納入と,専一一千交根粒根老が不要な′ト

客員クロスバ構内‾交換機の開発である｡

新通イi‾け椚ビス関連では,今後の需要増が見込まれるデータ通イ∴に対し

て,より絶折的でサービスの良いデー｢タ旭イ言網を臼指LたDDX-2形デー

タ交枚機の開発,及び向イ像適イ‾iiの第1f封塔とされているファクシミリにお

いて,全国定化による高信頼化と新しし､イ言号処理技術による仁二道の高速化

を具現した500形高速ファクシミリを開発した｡また,高品質ながらレト形

な3電極単管カラM カメラを開発した｡

海外における通信網需要は極めて盛んであり,これに対処するためノ削二

心場に適合した製品を開発し供給し続けている｡その一一環としてC82形市

外中継交換機が開発された｡

更に,引き続いて画像通信,電十化を含む新交摸機,海外市場指向製品,

各種監視装置などの開発が進められている｡

電子管･半導体関係の技術及び製品の開発は,昭和50年度も非常に続発

であり,多大の成果を挙げた｡カラーテレビジョン′受像.舶條純分野では,

性合凱 信頼性及び取扱い件につし､て技術的進展がみられた｡前者につし-て

は,インライン ストライプ カラ【ブラウン管を20～13汚せまでシリーズとし

て完成し,内外の′安保機メーカーに供給したこと,後者については,サチ

コン膜応用梶イ象管が放送業界にjゴいて実用普及段順に入ったことである｡

またインライン カラーブラウン管については,110度偏向シリーズの開

発を急ぎ薄形′受像機製品化に寄与すること,サチコン撮像管については,

諸分野に適した製品の拡充を図ることなどをそれぞれ推進中である｡

半導体素子としては,電線装置用高信楯度･低才∫主夫･高速ダイオード及

び音響機器用高耐圧･低雑書トランジスタがそれぞれ装置の高件能化に役

立った｡また,集積回路としては関数計算機能をもった高級卓上電-f･計算

機用標準LSI(大規模集積回路),産業用分野で期待されている4ビット

マイクロコンピュータHMCS-4システム用LSIファミリ,ノ女びHITAC-M

シリーズなどの情報処理装置用とLてコストパフォーマンス,信頼什共に優

れた高速論理用LSIがある｡新技術としては,オーディオ川テープレコー

ダのヘッドの高作能化を目指したホール効果磁気再生ヘッド,及びリニア

IC(集積回路)の設計期間短縮に役立つ自動レイアウト システム(LALS)

が開発された｡

更に今後の製品とLて,電源装置用高速ダイオードについては,製品系

列の拡大を図りつつあり,またマイクロコンピュータでは8ビット システ

ム用のLSIファミリの早期開発に取り組んでし､る｡
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通信ヰ幾器
中･小局用D20形電子交換機

D20形電子交換機は,最大16,000端

‾チ(800evl)の容量をもつ中･小局用の

電子交換機で,日本電信電話公社を

中心に実用化が進められてきたが,日

立製作所はその第1号機を受注し,昭

和50年7月中軽井沢電話局に納入した

(図l)｡

大局用DlO形電子交換機と同様に,

蓄積プログラム制御方式を用いている

ので,多彩な電話交換サービスや新し

い機能の追加が容易に実施できる｡ま

たシステムの構成に当たっては,次の

ような新しい考えを導入し経済化を図

つている｡

(1)ドラム オーバレイ方式の導入によ

る一時記憶装置の削減

(2)ジャンクタ折返し方式6段リンク

ネットワークの手采用

(3)発呼検出回路の採用による加入/者

走査装置の削減

なお,中軽井沢電話局では昭和51年

5月に予定してしゝるサービス開始に備

え,現在,総合調整の最中である｡

輸出用市外中継交換機

海外における通信網需要の増大に速

応させるため､C82形市外中継交換機を

輸出の標準機種として開発した(図2)｡

既に,束アフリカ,ナイロビ局に納入

され,4線式交換機の特長を発揮し,
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良好に稼動中である｡
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述べる｡

(1)最大入･出回線数:各6,000Ld線/

ユニット

(2)最大トラフイ､ソク容量:1,880erl/

ユニット

(3)レジスタ信号形式:MFC(R2),

DP,MF

(4)送,′受信数字けた数:国際呼を考

嬢L,最大15けたまで可能

(5)課金形式:メータパルス オーバ

ジャンクション,CAMA

(6)ルート数:約2,000ル【ト/ユニッ

ト

(7)無ひも中継台の収容が可能である｡

(8)パッド コントロールが可能である｡

AX-150クロス′ヾ式構内交換機

内線電話機数が100回線クラスの顧

零において,資格をもった専什の交換

収扱者を置かないで,- 一般の八が直接

着イ言局線へ応答する分散形中継台式,

又は分散形中継fi･無ひも局線中継台

セリ枚式の需要が拉近とみに多くなって

きている｡

日立製作所はこれに答えるため,40～

120匝】線をカバーし分J枚形中継缶式,

分散形中継台･無ひも局線中継台切換

式及び無ひも局線中継台式のいずれに

も適用できるAX-150形クロスバ構内

交換機(PABX)(図3)を開発した｡従

来からの機能は,基本あるいは付加機

…をを蔓を■サ音

図4 日本電信電話

公社武蔵野電気通信

研究所納めDDX-2

低速信号制御装置

図2 市外中継交換機

の集中試験架

能としてすべて網羅しており,顧客の

多様な要求に応ずることができる｡ま

た,付加機能の増設に備えて収容キャ

ビネットは二重ゲート式を採用してい

る｡その他,融通性のあるフレーム構

成(トラヒックは2.25～6.6HCS/L),

ぎん新なデザインの無ひも局線中継台

などの特長をもっている｡

DDX-2データ交換機

DDXデータ交換機は昭和46年から

日本電信電話公社を中心にした共同研

究体制のもとに開発か進められてきた｡

DDXは既存綱に比べ接続時間の短縮,
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仁三送速度の増大,伝送品質の向上を図

り,更に異速度通信,蓄積などのサー

ビスが可能である｡

現在開発中のDDX-2は時分割交換,

パケット交換の機能を分離し,トラヒ

ック増に対し拡張件をもった方式とな

っている｡

日立製作所は共同研究としてこれら

の開発に参画し,種々の試作装置を受

注し(図4),データ交換技術の確立を

L測ってきた｡今後のデータ通信の増大

に伴い,より経済的な,よr)サービス

性の良いデータ通信網の実現に,これ

らデータ交換の果たす役割は大きいも

のと思われる｡

図3 AX-t50クロスバ式

構内交換機
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500形全固体イヒ高速ファクシミリ

近年,情報仁ミ達の手f立として,電話

凹線を他用したフ7クシミリが多く用

いられるようになってきた｡しかL,

従来の装置の伝送暗問が,A4版瞭稿

1枚当たリ4～6分かかi),伝送速度

｢ごり+二の要望が高かった｡

本装置(図5)はその要望に答えるも

ので,原稿のもつ情報の冗長性(空自

郎の多いこと)を利用した新しい信号

処理技術により,一般の書類ならば,

A4版1枚当たり約1分程度と大幅な

伝送時間の短縮を実現している｡また,

ファクシミリの心臓部である光電変換

に半導体(ホト センサアレー)を用い,

記録部は電子走査による乾式静電記

金まをj采用して信頼性の向上を区【って

いる｡

本装置を利用することにより,図面,

書類などを高速で伝送し,事務の合理

化,情報伝達の効率化などに威力を発

揮する｡

3電極方式阜管カラーカメラ

カラー用テレビ カメラとして,性能

上3管式が放送局はじめ広く用いられ

ている｡この方式は一般に大形,且つ

高価で,調整も複雑であり,一般用と

して不適である｡このため,性能的に

は不十分ながら,各種の単管方式が提

案されている｡今回製品化に成功した

新方式単管カメラ(図6)は,撮像管自

44
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図6 3電極方式単管カラーカメ

ラ FP-3030

図5 高速ファクシミリ(左:送

信機,中:受信機,右:送受一体機)

f本に微細な加二l二技術を取付し,13mmX

lOmInの面積に648本の色フィルタ及び

透叩j電極を形成した､いわゆる3電極

方土じのもので,拭イ象管よl)直接3色一言

号を得る｡二の方式は,従来の単管カ

メラに比べ色再一呪,安定度,重量寸法

放び収放し､の容易性に†替れている｡こ

のため,多目的カメラとして,産業,

学校数育用など,一 一般ユーザー向けに

常に安定した良質の映像が得られ,佃

格的にも,幅広いユーザーに答えるこ

とができる｡

エレクト ロニクス

電子装置電源用有極型巻線部品

電子計算機あるいは′家庭電乞て品用な

どの直i充電源としてほ,′ト形で効率の

高いスイッチング レギュレ【タ方式が,

急速に採用されつつある｡この方式は

表l 磁心形二伏に対するインダクタンス値

数十キロヘルツのチョ､ノバi妓を電圧変

換,又は中子骨するため,トランス,チ

ョMク芙削二はフェライト石鼓心が用いら

れる｡しかし,負荷電流による直i充磁

界が磁ミ心に婁畳し,しかもフェライト

の飽和磁束密度が比較的′トさいため,

部品として大形になる欠点がある｡日

立金属株式会社では,希土類磁石を直

流重畳磁界･を打ち消す方向に,磁心空

隙部に挿人Lたコイル類を開発した｡こ

のバイアス磁イイにより,大きさを約半

分にすることができる｡表lには,代

表的なチョーク コイルの,直?克重畳電

i充印加時のインダクタンス値を示した｡

90度並びにT‖)度偏向インライ

ン ストライプ カラーブラウン管

電子銃をインライン配列,けい光面

をストライプ構造とし,ダイナミ､ソク

‡道心形状

負荷t;充
El-22 E卜30 El-40 El-50 E卜60 El-60×2

2A 350/∠H l.5mH 3.5mH

5A 50/`H 250JIH 550ノ∠H l.lmH

10A 65/JH 140/∠H 280/lH 400/`H

20A 40/∠H 80/∠H 180/`H

50A

180A

14/′H 【6/∠H 30/JH

4/∠H 8〝H

注:最高外囲温度500c.温度上昇58degの場合のインダクタンス値を示す｡



図8 サチコンの製品系列と用途

H8397
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図7 20型90度(左)とItO度(右)

インライン ストライプ偏向ヨー

クイ寸カラーブラウン管

鼻

息

コンパーゼンス補正を偏向ヨⅦクの自

分白身の磁界で行なう,し､わゆるセル

フ コンパ】一ビンス インライ ン カラー

ブラウン管で,90度偏向管は,14型～

20デモせまでのシリーズを完成し,同時に

20型110度管(図7),13巧せ76†空管も製

品化した｡すなわち,これらのブラウ

ン管は､主にダイナミ､ソク コンバー

ゼンス補+E回路を省略することにより,

カラーテレビ セットの省資材､ひい

ては信頼性の向上を｢ズlることを目的と

している｡本シリーズの特長を二大に述

/ヾる｡

(1)大Il径電子銃を採用することによ

り,解像度及び色純度を向上させた｡

(2)同時に開発された,セミ トロイ

デル巻き偏向ヨークと併せて使用する

と,コンパMゼンス,感度,ピンクッ

ションひずみなどの特性が憧れている｡

(3)イ扁向ヨークをブラウン管に首振り

]妾満Lた,イ扁向ヨーク付ブラウン管と

して､セット メ【カーに供給が叶能

である｡

サチコンの応用製品

夕盲inサチコンH8397は,サチコン暇

を応用した妓初の撮像管で,放送用カ

ラーカメラの′ト形･軽量化を可能にし,

放送業界に広く普及しつつある｡

昭和50年以後は,各分野に過イナした

サチコン製品の拡充とコイル アセン

ブリ,バイアス ライト光源など,周

辺部品の開発による捻子ナ品質の向上に

H836

コイルアセンブリ
H8396

バイアスライト光源
F8327

Hg311

コイルアセンブリ
H9310

2

コイル バイアス

アセンブリ ライト光源
H9306 F8328

H8383

努めている｡主な製品の三拝長と用途は

次のとおりである｡

(1)H8362:1in･テレシネ カメラ用

ビジコンに比べて画質の鮮明度を大

幅に1三Ij卜させることができる｡

(2)H8383:単管カラーカメラ用

走針J､形カラーカメラによる報道取材

の迅速･簡略化が可能となる｡

(3)H9311:%in･二1二美川カラーカメ

ラ汀寸(図8)

高信粗度･低壬邑失･高速ダイオ

ード

近年,電源装置の効率向_L,′ト形化

に伴い,逆回復時間が細く,順方向電

圧降下の′トさい高周波電力を効率よく

表2 高信頼度･イ監損失･高速ダイオード

%in

放送用

%山

工菓用

1in

テレシネ用

1in

単管カラー用

整流できるダイオードのニーズが急速

に増人しつつある｡このたび,日‾在製

製所は,特殊なp-n接合構造を用いて

この要求に答えるイ三相件の高い新形ダ

イオードを完成した｡このデイオ【ド

は,スイッチング速度が速い,順電圧

降下が小さいなどの優れた電気的牛別生

をもつが,従来のこの椎ダイオードの

製造技術では,半導体と電棟とを安:右

に接触させることが難しく,信頼性の

面で難点があったのを,新しい技術を

才采用して完成させたものである｡表2

にその定格仕様と適用例を示す｡

要さ流.部がp-n接合であるため1500cと

動作i止度が高く,且つ逆漏れ電流が少

ない｡二のため高信頼度で熱的二寝労に

強い｡なお30A以外に定格電i充のシリ

∽ズ化も準備中である｡

項 目 イ士 様･適 用 例

定 格/形 式 P53/54A P53/54B

尖更頁逆電圧 50V 100V

平均順電;充 30A

≦0.8V(波高値30A)

30A

】≦0･85V(波高値30A)順電圧降下

接合部温度 -40～･ト1500c

逆回復時間 0.3/∠S

逆 電 う充 ≦3mA(1500c尖頭電圧における値)

応 用 ヰ幾 器

電子計算機及び周辺機器電i原部

DC-DCコンノヾ一夕,スイッチング レ

ギュレ一夕,高周;皮インバータ
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図9 4チャンネルオーディオ用ホール効果磁気ヘッド(12.7mm

X27.5mm)

図10 4ビット マイクロ コ

ンピュータ HMCS4LSl

CONTROL MEMORY

(ROM)

CONTROL AND

ARITHM巨T】C UN】丁

(CPU)

欝 苧甲寺

DATA STORAGE

(RAM)

ホーノレ効果磁気再生ヘッド

オーディオ用テープ レコ【ダの高性

能化のためには,ヘッドの高集積化

高感度化,低わい化が望まれる｡これ

らの要求を満足するものに,半導体の

ホール効果を応用した′＼ツドが考えら

れるが,従来はSN比が小さく,周波

数帯城の狭いものしか得られなかった｡

我々はInSb薄膜をホール効果素√･材

料に川いて,上記の欠上Ⅰ二を解消したホ

ール効果磁気ヘッド(8トラック4チャ

ンネル巧】!オーディオ再生用)を開発し

た(図9)占●滞膜をゾーンメルト処理し

て結晶性を高め,._且つ能率の良い磁気

回路を組み合わせたので,ホール効果

ヘッドとして初めて実用的S N比ノ女び

周i妓数年引隼(標i隼テ【プより40～1×

104Hzで53dB)に到達した｡しかも,

波形ひずみ小,低周波で感度大,集横

化芥易の点で従来のコイル ヘッドよ

り優れていることが分かった｡

4ビット マイクロ コンピュー

タHMCS-4

近年,従来のハ【ド ワイアード ロ

ジック設計からマイクロ コンピュータ

を憎いたソフトウェアによる論理設計

へと設計技術が移行する中で,マイク

ロ コンピュータ シリーズの第一弾と

して,4ビット マイクロ コンピュー

タHMCS-4システム用L SIフ7 ミ

リを開発した(図10)｡

46-

HMCS-4LSIファ ミリは16ピン

パッケージに収められ,11fそ列4ビット

CPU:HD35404,ROM:HN35600

シリーズ･HN35800シリーズ,RAM:

HD35402,SR:HD35403から構成

されている｡本システムと外部装置と

のデータ転送には.特殊インタフェー

スを不要とせず,システムのコンパク

ト化が■可能なシステム設計になってい

る｡なおHMCS-4L SIはインテル

社MCS-4LSIとピン接続,電気的

持作,ソフトウェアにおし､てカニ換性が

ある｡

高級電子式卓上計算弓幾用

MOS JSl

`i民子式卓上計算機用標準L SIのラ

イン アップ強化として,次のような

特長をもった関数計算機能什電子J〔卓

上計算機朋MOS LSI,HD3689,

HD3699,HD36109の3機柁を開発

し,更に開発を続行中である｡

(1)一般的な川則計算,メモリ計算の

はかに,二角関数,辿∴角関数,指数

関数,対数関数などの初等関数計算

がワン タッチで求めることができる

(図11)｡

(2)有効数字(仮数)8けた,指数2け

た(10‾99～10＋99)の広範囲な数値を取

り扱うことができる｡

(3)プログラマブル ロジ､ノク アレイ

(PLA)方式の採用で,顧客仕様品の

葉豆期開発が可‾能である｡

(4)関数計算速度は,殻大で1秒以‾卜

と高速である｡

リニアIC用自動レイアウト

システム(LALS)

汀響用,テレビ用を中心とする民生

用電子機器のIC化が促進されるに伴

い リニアIC新製品の短期間開発の

要求がますます強くなってきている｡

リニアIC自動レイアウト システム

(LALS)は,マスク パターン設計を

電子計算機により自動化するシステム

である(図12)｡これによりIC設計期

間触縮が‾吋能となっただけでなく,

IC開発につきものであったマスク パ

ターン修正回数を大幅に低i成できた｡

今後,リニアICのカストマの要求に

答える短期間開発態勢の確立が可能と

なった｡主な特長を次に述べる｡(1)グ

ラフイ､ソク ディ スプレイ システムと

結合し,レイアウトの一最適化を容易に

Lた｡(2)素了-の配置にPERT手法を

適用し,パターン サイズの縮小を図

っ丈二｡

音■響機器用高耐圧低雑音トラン

ジスタ

‾罷近,音響機器の発達は目覚ましく

システム コンポーネントを中心とする

高級機器化,高性能化が進んでいる｡

それに従って,半導体素子への要求も
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図12 リニアIC用自動レイアウト システム(LALS)概念図

厳しくなり,Jムダイナミック レンジを

得るためのシステムの高電源電圧化に

什うイ氏雉洋トランジスタの高耐圧化,

放び推古レベルの改良が要求されている｡

このために,糸J描-,拡散,パ､ソシベ

ーション技術の改良を行ない,雄一汀レ

ベルの改良及び雉二汗変動の少ない素｢

の開発に成功Lた(匡113)｡主要帖性を

表3 にホす｡

表3 主要特性

deg｢ee｢adlan

● く二)

□
回
目
圏

□
回
回
且

LC/
EC

グラフィックディスプレイ

システム

▲･●■
カルコン7Q748

プロッタ

パターンジェネレータ(P/G)
掲出力M.T

電子計算1幾用高速論理+Sl

このECL-LSI(Emitter Coupled

Logic-Large ScaleIntegration)は

竜一了一計算機などの情報処f里装1貰で,コ

スト パフオ【マンスが優れ,且つイ言相

性の高い高速論理回路を実現するため

に開発されたもので,集積度は100～

200ゲート∴遅延時間は1.1ns/ゲート

品 種 名

lんFO

(J`こImA)

わF♪二(V"こ12V,J(こ2mA)

最小最大

NF(帆,と=6V,J｡=50/∠A,尺g=50kn)

【
f=10Hz f=lkHz

2SCl了了5,lT75A

2SA8了乙8了2A

120V--･･-･A

90V

160 Z′000

l.200

5dB以下 l.5dB以下

】

図13 2SC17了5,1775Aの外形

(2SA872,872Aも同じ…TO-92)

東研…削馴榊

パッケージは52ピン‾方形気密封止セラ

ミ､ソク(ピンH耶崗2.54mm)である(図14)｡

CAD(Computer Aided Design)シ

ステムを用いて設計されたこのL SI

はHITAC-Mシリーズで位相され,次

の特士主をもっている｡

(1)高速論理ICファ ミリ(HDlOOOO

シリ【ズ)と完全コンパチブルな入出力

特性をもっている｡

(2)微細実装技術はイこ要で,HDlOOOO

シリーズとi昆在実装が可能｡

(3)特別な放熱技術は不要で,過ノ削兵

制空冷で佃り召が･jr能｡

(4)低消費電力により高†言敵性を実J批
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